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正岡祥樹（スクールリーダーシップ開発専攻） 
できるかできないかじゃねぇんだよ…やるんだよ！ 
 
１．教育を考える一言 
「できるかできないかじゃねぇんだよ…やるんだよ！」 
２．背景 
これは大学時代に所属していたレジャー研究ゼミの先生の言葉です。モリ一本を引っ提
げて飛び込んでいく真夏の海辺生活、雪洞とイグルーで生活する真冬の雪山合宿等々…。
国際教養学部であるという背景を踏まえると私たちの活動内容は少々クレイジーに見えた
かもしれません。このゼミでの活動は自らが選択しない限りはおおよそ一生経験すること
のないものでした。自然界という気まぐれな事象を相手にしていることもあり、気合と根
性だけで立ち向かっては危険が伴います。だからこそ私たちなりに「ああでもない、こう
でもない…」と色々な準備を考えます。とはいえ経験が無いので自信を持って動き出せま
せん。そんな私たちにいつも飛んできたのがこの一言でした。ニヤリと不気味な笑みを浮
かべながら自信たっぷりに言い放つこの一言は、ゼミ生以外に言うと笑われることが多い
ようですが（当の私も最初は無茶苦茶な言葉だと感じていました）、言った本人はどこまで
も本気です。どうも気になって仕方がなかったこの一言について、先生が語った人生観、
あるいは少々哲学的な視点を参考に考察してみようと思います。 
３．考察 
この言葉を支えるキーワードは「経験」、「知識」、「判断」だと思います。振り返ってみ
ると合宿後の先生の総評でもこのキーワードは度々登場していました。ある日の食事の席
では「感覚的経験のない概念は空疎であり、概念のない経験は盲目である」という、いか
にもそれらしい名言について語ってくれました。出所は不明ですが、恐らくこの言葉の由
来はカントの『純粋理性批判』にあるのではないでしょうか。カントは「認識が単に経験
から成立するものでもない」として論を展開していますが、「できるかできないか」といっ
た理屈ばかりが先行しがちな私たちにとっては、「やってみる」（経験）ことが何より大切
なのでしょう。 
H.ガードナーは人間の定着しきった生き方を変えていくにあたって立ちふさがる壁と
して「保守性・隠れたリスク・無気力」を挙げています。これらはおそらく自信を持って
行動に移せないゼミ生の心理とも重なると考えます。また「自分を正当化するための言い
訳」でもあります。先生の一言はこのような心理すら一喝してくれます。しかし絶対に無
茶はさせません。「できる」という確信があるから「やってみろ」と言えるのでしょう。一
方で本当に「できない」ことに対しては一呼吸おかせます。この高度な判断の基準が先生
自身の「経験」、そして教育者としての「観察力」であることは言うまでもありません。 
教育の全てにおいて「経験」がモノを言うとは思っていません。しかしながら私の尊敬
する先生を裏付けるものが圧倒的な「経験」であったことは間違いありません。この一言
は頭でっかちになりがちな私に大切なことを思い出させてくれます。確固たる「経験」と
「知識」を以ていつかは私がこの言葉を伝えていきたいと思います。 
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